
 

 

「
夢
じ
ゃ
な
く
て
も
」 

                 

蟹

球

リ

ク 

 



 

 

【

あ

ら

す

じ

】 

予

知

夢

を

見

る

こ

と

が

で

き

る

松

下

真

尋
（

２

７

）
。

真

尋

は

中

学

時

代

か

ら

予

知

夢

を

見

る

こ

と

が

で

き

た

の

だ

が

、

大

し

た

夢

を

見

る

こ

と

が

で

き

ず

、

ク

ラ

ス

メ

イ

ト

か

ら

は

役

立

た

ず

だ

と

馬

鹿

に

さ

れ

て

、

ス

ク

ー

ル

カ

ー

ス

ト

の

下

位

に

属

し

て

い

た

。

真

尋

は

、

馬

鹿

に

し

て

く

る

ク

ラ

ス

メ

イ

ト

た

ち

を

い

つ

か

見

返

し

て

や

る

こ

と

を

目

標

に

、

勉

強

に

励

み

、

辛

い

中

学

校

生

活

を

乗

り

越

え

た

。 

努

力

の

甲

斐

あ

っ

て

、

真

尋

は

高

校

で

進

学

校

に

入

学

し

、

大

学

も

偏

差

値

の

高

い

学

校

に

入

学

し

、

結

果

的

に

有

名

企

業

に

就

職

す

る

。 

あ

る

日

、

真

尋

は

中

学

時

代

の

同

級

生

で

あ

る

佐

々

木

璃

子

（

２

７

）

が

ス

ー

パ

ー

銭

湯

に

行

く

こ

と

を

予

知

夢

で

見

る

。

見

返

し

て

や

る

チ

ャ

ン

ス

だ

と

考

え

た

真

尋

は

、
偶

然

を

装

っ

て

璃

子

に

近

づ

き

、

璃

子

の

彼

氏

と

、

ス

ー

パ

ー

銭

湯

で

偶

然

出

会

っ

た

河

合

良

太
（

２

７

）
を

含

め

た

四

人

で

食

事

を

す

る

。 

璃

子

は

大

学

に

行

っ

て

お

ら

ず

、

ま

た

璃

子

の

彼

氏

は

大

変

つ

ま

ら

な

い

人

間

で

、

見

返

す

こ

と

に

成 



 

 

功

し

て

い

た

も

の

の

、

中

学

時

代

に

予

知

夢

に

つ

い

て

馬

鹿

に

さ

れ

た

こ

と

を

思

い

出

し

た

こ

と

と

、

璃

子

が

社

長

に

な

っ

て

い

る

こ

と

を

知

っ

て

、

真

尋

は

落

ち

込

む

。

こ

れ

ま

で

が

ん

ば

っ

て

き

た

自

分

の

人

生

は

な

ん

だ

っ

た

の

か

と

思

い

悩

む

真

尋

。
す

る

と

、

河

合

が

熱

く

真

尋

に

語

り

か

け

る

。 

実

は

、

河

合

は

真

尋

の

予

知

夢

に

助

け

ら

れ

て

就

活

を

突

破

し

て

い

た

の

だ

。

そ

ん

な

人

生

の

恩

人

で

あ

る

真

尋

に

対

し

て

、
予

知

夢

は

役

に

立

っ

て

い

る

、

身

近

な

人

を

救

っ

て

い

る

と

、

励

ま

す

河

合

。

河

合

の

励

ま

し

に

よ

っ

て

真

尋

の

心

が

少

し

ず

つ

動

き

出

す

。

 

帰

り

際

、

予

知

夢

で

未

来

の

河

合

の

行

動

を

見

た

真

尋

は

、

河

合

が

目

的

地

に

し

て

い

た

臨

時

休

業

中

の

カ

フ

ェ

へ

行

く

こ

と

を

未

然

に

防

ぐ

。

真

尋

は

、

予

知

夢

が

役

に

立

っ

た

こ

と

を

確

信

し

、

ま

た

真

尋

と

河

合

の

距

離

が

ぐ

っ

と

縮

ま

っ

た

の

で

あ

っ

た

。 

   



 

 

【

人

物

関

係

表

】 

 
松

下

真

尋

（

２

１

）
（

２

７

）…
…

会

社

員

 

河

合

良

太

（

２

１

）
（

２

７

）…
…

会

社

員

 

 

佐

々

木

璃

子

（

２

７

）…
…

真

尋

の

旧

友

 

東

海

林

章

大

（

２

７

）…
…

璃

子

の

彼

氏

 

 

及

川

国

臣

（

５

２

）…
…

俳

優 

 

店

員

Ａ

 

学

生

Ａ

 

採

用

担

当

者

Ａ 

       



 

1 

 

１

〇

ス

ー

パ

ー

銭

湯

・

リ

ラ

ッ

ク

ス

ル

ー

ム

（

夜

） 

ス

ー

パ

ー

銭

湯

の

リ

ラ

ッ

ク

ス

ル

ー

ム

に

、

館

内

着

を

着

て

缶

ビ

ー

ル

を

持

っ

た

河

合

良

太

（

２

７

）

が

入

っ

て

来

る

。

リ

ラ

ッ

ク

ス

ル―

ム

に

は

リ

ク

ラ

イ

ニ

ン

グ

チ

ェ

ア

が

十

数

台

あ

る

が

、
ほ

と

ん

ど

が

埋

ま

っ

て

い

る

。

河

合

、

空

い

て

い

る

リ

ク

ラ

イ

ニ

ン

グ

チ

ェ

ア

を

見

つ

け

て

座

る

。

河

合

の

隣

の

リ

ク

ラ

イ

ニ

ン

グ

チ

ェ

ア

で

は

、
松

下

真

尋
（

２

７

）

が

寝

て

い

る

。 

真

尋

の

リ

ク

ラ

イ

ニ

ン

グ

チ

ェ

ア

と

の

間

に

は

共

用

の

台

が

あ

っ

て

、

台

の

上

に

は

真

尋

が

飲

ん

で

い

る

缶

ビ

ー

ル

が

置

い

て

あ

る

。

 

河

合

、

缶

ビ

ー

ル

を

一

口

飲

ん

で

、

台

の

上

に

、

缶

ビ

ー

ル

を

置

く

。 

河

合

、
あ

く

び

を

し

な

が

ら

ス

マ

ホ

を

開

く

。

画

面

に

は

２

３

時

１

２

分

と

表

示

さ

れ

て

い

る

。

 

河

合

、
ビ

ー

ル

を

飲

み

な

が

ら

携

帯

を

見

る

。 

す

る

と

突

然

、 



 

2 

 

真

尋

「
（

飛

び

起

き

て

）

危

な

い

！

」

 

河

合

、

い

き

な

り

の

大

声

に

驚

き

、

真

尋

を

見

る

。

河

合

と

真

尋

、

目

が

合

う

。 
真

尋

は

、

顔

が

赤

い

。 

河

合

「
（

何

か

に

気

付

い

て

）

あ…
…

」

 

真

尋

「
（

慌

て

て

）

ご

め

ん

な

さ

い

」

 

河

合

「

い

え

。

大

丈

夫

で

す

か

？

」 

真

尋

、

申

し

訳

な

さ

そ

う

に

河

合

に

会

釈

を

し

て

、

リ

ク

ラ

イ

ニ

ン

グ

チ

ェ

ア

に

座

り

直

す

。

 

河

合

、

リ

ク

ラ

イ

ニ

ン

グ

チ

ェ

ア

に

座

り

直

し

、

携

帯

を

開

い

て

、

メ

ー

ル

の

履

歴

を

調

べ

る

。

 

真

尋

「

ふ

う

」 

真

尋

、

缶

ビ

ー

ル

を

取

ろ

う

と

し

て

、

誤

っ

て

河

合

の

缶

ビ

ー

ル

を

倒

し

て

し

ま

う

。

 

真

尋

「

あ

、

す

い

ま

せ

ん

！

」 

河

合

「

う

わ

」 

真

尋

「

ほ

ん

と

す

い

ま

せ

ん

。

す

ぐ

拭

き

ま

す

」 

真

尋

、

館

内

着

の

お

腹

の

と

こ

ろ

で

拭

こ

う



 

3 

 

と

し

て

、 

河

合

「
（

手

を

振

っ

て

）

い

や

い

や

、

大

丈

夫

で

す

。

テ

ィ

ッ

シ

ュ

取

っ

て

き

ま

す

」 
河

合

、

テ

ィ

ッ

シ

ュ

を

取

り

に

行

く

。

 

真

尋

、

申

し

訳

な

い

と

い

う

表

情

で

河

合

の

背

中

を

見

送

る

。 

河

合

、
テ

ィ

ッ

シ

ュ

を

持

っ

て

戻

っ

て

来

る

。 

真

尋

、

河

合

か

ら

テ

ィ

ッ

シ

ュ

を

奪

う

よ

う

に

取

っ

て

、 

真

尋
「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。
私

が

や

り

ま

す

」 

河

合

「

あ

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

 

真

尋

、

こ

ぼ

れ

た

ビ

ー

ル

を

テ

ィ

ッ

シ

ュ

で

拭

く

。

 

真

尋

「

ビ

ー

ル

す

み

ま

せ

ん

で

し

た

。

あ

の

、

弁

償

し

ま

す

」 

河

合

「

い

え

い

え

、

大

丈

夫

で

す

よ

。

ほ

と

ん

ど

残

っ

て

な

か

っ

た

し

」 

真

尋

「

い

や

、

絶

対

弁

償

さ

せ

て

く

だ

さ

い

」 

河

合

「

絶

対…
…

。

わ

か

り

ま

し

た

。

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

ビ

ー

ル

を

い

た

だ

け

れ

ば

」

 



 

4 

 

真

尋

「

了

解

で

す

！

」 

真

尋

、

立

ち

上

が

る

が

ふ

ら

つ

い

て

、

ま

た

リ

ク

ラ

イ

ニ

ン

グ

チ

ェ

ア

に

座

っ

て

し

ま

う

。 

河

合
「

酔

い

す

ぎ

で

す

よ

。
待

っ

て

い

て

く

だ

さ

い

」 

河

合

、

一

人

で

ビ

ー

ル

を

買

い

に

行

く

。

 

真

尋

「

あ

あ…
…

」 

真

尋

、

ふ

ら

ふ

ら

し

な

が

ら

、

河

合

を

追

い

か

け

る

。 

 

２

〇

同

・

自

動

販

売

機

コ

ー

ナ

ー

（

夜

）

 

河

合

、

自

動

販

売

機

で

水

を

購

入

す

る

。

 

真

尋

、

河

合

に

追

い

つ

い

て

、 

真

尋

「

す

み

ま

せ

ん

。

ビ

ー

ル

で

い

い

で

す

か

」 

河

合

「
（

水

を

手

渡

し

て

）

ど

う

ぞ

」

 

真

尋

「
（

驚

い

て

）

い

や

い

や

大

丈

夫

で

す

」 

河

合

「

ま

あ

一

旦

飲

み

ま

し

ょ

」 

真

尋

「
（

手

を

合

わ

せ

て

）

す

い

ま

せ

ん

」

 

真

尋

、

水

を

一

気

に

飲

む

。 

河

合

、

笑

っ

て

、 

河

合

「

め

っ

ち

ゃ

飲

む

じ

ゃ

な

い

で

す

か

」

 



 

5 

 

真

尋

「

す

い

ま

せ

ん…
…

。

思

っ

た

よ

り

酔

っ

て

た

み

た

い

で

」 

真

尋

、

ま

た

ご

く

ご

く

と

水

を

飲

む

。

 
河

合

、

そ

の

様

子

を

見

て

ま

た

笑

う

。

 

河

合

「

あ

の

、

も

し

か

し

て

で

す

け

ど…
…

」 

真

尋

「
（

被

せ

て

）

あ…
…

」 

真

尋

、

し

ま

っ

た

と

い

う

表

情

。 

真

尋

の

視

線

の

先

に

は

、

館

内

着

を

着

た

佐

々

木

璃

子

（

２

７

）

と

東

海

林

章

大

（

２

７

）

が

い

る

。 

真

尋

「

も

う

来

ち

ゃ

っ

た

」 

河

合

「

え

」 

真

尋

、

申

し

訳

な

さ

そ

う

に

、 

真

尋

「

あ

の

、

お

願

い

な

ん

で

す

け

ど

、

今

か

ら

あ

の

二

人

と

ご

飯

食

べ

る

の

で

、

一

緒

に

来

て

ほ

し

い

で

す

」 

河

合

「
（

困

惑

し

て

）

は

い

？

」 

真

尋

「

す

み

ま

せ

ん

。

意

味

わ

か

ん

な

い

と

思

う

ん

で

す

け

ど

、

お

願

い

で

す

」 

河

合

「

お

願

い

で

す…
…

」 



 

6 

 

璃

子

と

東

海

林

が

自

動

販

売

機

の

方

に

近

づ

い

て

く

る

。 

璃

子

、

真

尋

に

気

が

付

い

て

、 

璃

子

「

え

」 

真

尋

「

あ

、

璃

子

ち

ゃ

ん

？

」 

璃

子

「

真

尋

ち

ゃ

ん

？

や

ば

久

し

ぶ

り

」

 

真

尋

「

久

し

ぶ

り

ー

」 

璃

子

「

い

つ

以

来

だ

ろ

」 

真

尋

「

中

学

卒

業

し

て

以

来

か

な

？

」

 

璃

子

「

じ

ゃ

あ

１

２

年

ぶ

り

か

。

も

う

卒

業

し

て

そ

ん

な

に

経

つ

か

ー

」 

河

合

、

真

尋

と

璃

子

が

話

し

て

い

る

の

を

不

思

議

そ

う

に

見

て

い

る

。 

東

海

林

、

璃

子

に

話

し

か

け

て

、 

東

海

林

「

友

だ

ち

？

」 

璃

子

「

う

ん

。

中

学

の

同

級

生

」 

東

海

林

「

へ

ー

。

す

ご

い

偶

然

」 

璃

子

「

ね

。

び

っ

く

り

し

た

」 

東

海

林

「

え

、

ご

飯

一

緒

に

行

く

？

」

 

璃

子
「

い

い

か

も

。（

真

尋

に

話

し

か

け

て

）
ど

う

？

」 



 

7 

 

真

尋

「

え

ー

。

邪

魔

じ

ゃ

な

け

れ

ば

行

こ

う

か

な

」 

璃

子

「

じ

ゃ

あ

行

こ

」 

璃

子

と

東

海

林

、

レ

ス

ト

ラ

ン

の

方

へ

歩

き

出

す

。
 

河

合

、

こ

っ

そ

り

そ

の

場

か

ら

離

れ

よ

う

と

す

る

。

 

真

尋

、

河

合

の

様

子

を

見

て

、 

真

尋

「
（

小

声

で

）

こ

っ

ち

で

す

」 

河

合

「
（

小

声

で

）

ど

う

し

て

も

で

す

か

？

」 

真

尋

「
（

無

言

で

う

な

ず

く

）
」 

真

尋

、

河

合

を

手

招

き

し

な

が

ら

、

璃

子

と

東

海

林

を

小

走

り

で

追

い

か

け

る

。 

河

合

、

渋

々

、

真

尋

に

付

い

て

い

く

。

 

 

３

○

同

・

レ

ス

ト

ラ

ン

（

夜

） 

レ

ス

ト

ラ

ン

の

中

に

は

客

が

ま

ば

ら

に

い

る

。 

テ

レ

ビ

が

一

台

あ

っ

て

、

バ

ラ

エ

テ

ィ

番

組

が

流

れ

て

い

る

。 

真

尋

・

河

合

と

璃

子

・

東

海

林

が

向

か

い

合

う

形

で

、

四

人

席

に

座

っ

て

い

る

。 
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東

海

林

、

テ

ー

ブ

ル

の

上

の

メ

ニ

ュ

ー

を

取

っ

て

真

尋

に

渡

し

て

、 
東

海

林

「

先

に

選

ん

で

く

だ

さ

い

」 

真

尋

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」 

真

尋

と

河

合

、

メ

ニ

ュ

ー

を

見

る

。 

璃

子

「

カ

ツ

カ

レ

ー

？

」 

東

海

林

「

よ

く

ご

存

じ

で

」 

璃

子

「

こ

こ

で

カ

ツ

カ

レ

ー

以

外

食

べ

て

る

と

こ

見

た

こ

と

な

い

も

ん

」 

東

海

林

「

じ

ゃ

あ

璃

子

は

カ

レ

ー

う

ど

ん

だ

」 

真

尋

「

正

解

」 

璃

子

と

東

海

林

、

笑

う

。 

真

尋

、

焦

っ

て

ペ

ー

ジ

を

め

く

っ

て

、

 

真

尋

「

ど

う

し

よ

う

か

な…
…

」 

河

合

「

そ

う

で

す

ね…
…

」 

璃

子

「

ご

め

ん

ね

、

全

然

ゆ

っ

く

り

選

ん

で

ね

」 

東

海

林

「

気

に

し

な

い

で

い

い

ん

で

」

 

真

尋

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す…
…

」

 

真

尋

と

河

合

、

何

に

す

る

か

悩

ん

で

、

 

真

尋

「…
…

私

も

カ

レ

ー

う

ど

ん

に

し

ま

す

」 
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璃

子

「

え

、

い

い

の

？

」 

真

尋

「

う

ん

。

カ

レ

ー

う

ど

ん

で

」 
河

合

「

ど

う

し

よ

う

か

な…
…

」 
河

合

、
メ

ニ

ュ

ー

を

行

っ

た

り

来

た

り

し

て

、 

河

合

「

え

ー

と

、

カ

ツ

カ

レ

ー

に

し

ま

す

」

 

璃

子

「

え

、

二

人

と

も

気

遣

っ

て

な

い

？

」

 

真

尋

「

う

う

ん

。

大

丈

夫

」 

河

合

「

大

丈

夫

で

す

」 

璃

子

「

な

ら

い

い

け

ど

」 

東

海

林

「
（

手

を

あ

げ

て

）

す

み

ま

せ

ん

」

 

店

員

Ａ

が

テ

ー

ブ

ル

に

来

る

。 

東

海

林

「

注

文

い

い

で

す

か

」 

店

員

Ａ

「

は

い

」 

東

海

林

「

カ

ツ

カ

レ

ー

二

つ

と

、

カ

レ

ー

う

ど

ん

二

つ

」

 

店

員

Ａ

「

は

い

」 

東

海

林

「

そ

れ

と

、

飲

み

物

が

、

ビ

ー

ル

が…
…

」 

東

海

林

、

真

尋

、

河

合

、

璃

子

を

ち

ら

り

と

見

る

。

 

璃

子

、

手

を

挙

げ

る

。 
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そ

れ

を

見

て

、
真

尋

と

河

合

も

手

を

挙

げ

る

。 

東

海

林

「…
…

ビ

ー

ル

四

つ

で

お

願

い

し

ま

す

」 
店

員

Ａ

「

か

し

こ

ま

り

ま

し

た

」 
店

員

Ａ

が

、

真

尋

、

河

合

、

璃

子

、

東

海

林

が

手

首

に

付

け

て

い

る

ロ

ッ

カ

ー

キ

ー

の

バ

ン

ド

の

バ

ー

コ

ー

ド

を

読

み

取

っ

て

、

厨

房

へ

向

か

う

。 

東

海

林

、

メ

ニ

ュ

ー

を

テ

ー

ブ

ル

の

端

の

メ

ニ

ュ

ー

ス

タ

ン

ド

に

立

て

る

。 

真

尋

「

楽

し

み

」 

河

合

「

そ

う

で

す

ね

」 

真

尋

と

河

合

、

そ

わ

そ

わ

し

て

落

ち

着

か

な

い

。

 

璃

子

「

真

尋

ち

ゃ

ん

さ

、

す

ご

い

今

さ

ら

な

ん

だ

け

ど

、
（

河

合

を

見

て

）

彼

氏

さ

ん

？

」

 

真

尋

「

う

う

ん

、

違

う

よ

」 

璃

子

「

へ

え

。

二

人

で

銭

湯

に

来

る

な

ん

て

、

仲

い

い

ん

だ

ね

」 

真

尋

「

い

や

、

さ

っ

き

会

っ

た

」 

璃

子

「

さ

っ

き

！

？

ど

う

い

う

こ

と

？

」
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真

尋

「

リ

ラ

ッ

ク

ス

ル

ー

ム

で

た

ま

た

ま

隣

の

椅

子

に

な

っ

て

、

で

、

今

に

至

る

」 
璃

子
「

え

、
勝

手

に

付

い

て

き

た

の

？

大

丈

夫

な

人

？

」 
璃

子

、

河

合

に

対

し

て

警

戒

の

表

情

を

し

、

背

筋

を

伸

ば

す

。 

真

尋

「…
…

た

ぶ

ん

」 

河

合

「

い

や

、

大

丈

夫

な

人

で

す

よ

。

出

会

っ

た

の

は

さ

っ

き

だ

け

ど

、

ご

飯

食

べ

る

か

ら

一

緒

に

来

て

っ

て

言

わ

れ

た

ん

で

す

よ

。
端

折

ら

な

い

で

よ

」 

真

尋

「

そ

う

。

私

が

お

願

い

し

た

の

。

だ

か

ら

大

丈

夫

な

人

、

の

は

ず

」 

河

合

「

の

は

ず

っ

て

。

確

定

し

て

な

い

ん

で

す

か

」 

璃

子

「

な

ら

い

い

け

ど…
…

」 

璃

子

、

河

合

へ

の

警

戒

の

表

情

を

緩

め

、

背

も

た

れ

に

背

中

を

つ

け

る

。 

真

尋
「
（

河

合

を

見

て

）
あ

の

、
す

っ

ご

い

今

さ

ら

な

ん

で

す

け

ど

、

お

名

前

は…
…

？

」 

河

合

「

ほ

ん

と

に

今

さ

ら

で

す

ね

。

河

合

で

す

」 

真

尋

「

河

合

さ

ん

。

あ

の

、

真

尋

で

す

」

 

河

合

「

あ

あ

真

尋

さ

ん

」 
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真

尋

「

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

」 

河

合

「

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

」 

真

尋

と

河

合

、

ペ

コ

リ

と

会

釈

を

す

る

。

 

璃

子

「

名

前

も

知

ら

な

か

っ

た

の

か

」

 

東

海

林

「

や

ば

い

ね

（

笑

）
」 

真

尋

、

璃

子

に

話

し

か

け

て

、 

真

尋

「
（

東

海

林

を

見

て

）

え

っ

と

、

彼

氏

さ

ん

？

」 

璃

子

「

う

ん

、

一

応

彼

氏

」 

東

海

林

「

一

応

っ

て

な

ん

だ

よ

。

め

っ

ち

ゃ

彼

氏

だ

よ

」

 

璃

子

「

め

っ

ち

ゃ

彼

氏

っ

て

何

よ

」 

東

海

林

「

だ

っ

て

、

付

き

合

っ

て

も

う

二

年

だ

よ

」 

璃

子

「

誕

生

日

忘

れ

て

た

け

ど

？

」 

東

海

林

「

そ

れ

は

ご

め

ん

て

」 

璃

子

「

だ

か

ら

一

応

彼

氏

に

降

格

。

め

っ

ち

ゃ

彼

氏

に

昇

格

で

き

る

よ

う

に

励

む

よ

う

に

」

 

東

海

林

「
（

敬

礼

し

て

）

が

ん

ば

り

ま

す

！

」 

真

尋

と

河

合

は

苦

笑

い

で

あ

る

。 

璃

子

、
真

尋

と

河

合

の

様

子

に

気

が

付

い

て

、 

璃

子

「

あ

、

ご

め

ん

」 
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真

尋

「

う

う

ん

、

全

然

」 

璃

子

「

と

い

う

わ

け

で

、

一

応

彼

氏

」

 
真

尋
「

そ

う

な

の

ね

。
ち

な

み

に

、
お

名

前

は…
…

？

」 

東

海

林

「

あ

あ

、

一

番

損

な

名

字

で

す

」

 

真

尋

「

一

番

損…
…

？

」 

東

海

林

「

お

れ

、

東

海

林

（

シ

ョ

ウ

ジ

）

で

す

」 

真

尋

「

シ

ョ

ウ

ジ

？

」 

東

海

林

「

ト

ウ

カ

イ

リ

ン

っ

て

書

い

て

シ

ョ

ウ

ジ

。

東

（

ヒ

ガ

シ

）

に

海

（

ウ

ミ

）

に

林

（

ハ

ヤ

シ

）

ね

。

普

通

に

読

ん

だ

ら

ト

ウ

カ

イ

リ

ン

で

六

文

字

な

の

に

、

名

字

だ

と

シ

ョ

ウ

ジ

で

四

文

字

に

な

る

ん

だ

よ

。

漢

字

三

文

字

な

の

は

結

構

か

っ

こ

い

い

の

に

、

読

み

方

が

短

く

な

る

の

、

損

で

し

ょ

」 

真

尋

「

そ

、

そ

う

か

も

し

れ

ま

せ

ん…
…

」

 

河

合

「

は

あ…
…

」 

璃

子

「

ご

め

ん

ね

。

つ

ま

ん

な

く

て

。

こ

の

人

毎

回

こ

の

話

す

る

ん

だ

け

ど

、

一

回

も

ウ

ケ

た

こ

と

な

い

の

」

 

河

合

、

つ

ま

ら

な

そ

う

に

し

て

い

る

。

 

一

方

で

、

真

尋

は

う

れ

し

そ

う

で

、 
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真

尋

「

う

う

ん

、

全

然

。

お

も

し

ろ

い

彼

氏

さ

ん

じ

ゃ

ん

！

」 
東

海

林

「

う

わ

、

あ

り

が

と

う

ね

え

。

璃

子

、

い

い

友

達

を

持

っ

た

な

。

一

生

大

事

に

し

ろ

よ

」

 

璃

子

、

真

尋

に

話

し

か

け

て

、 

璃

子

「

あ

ん

ま

褒

め

な

い

で

ね

。

す

ぐ

調

子

乗

る

か

ら

」

 

東

海

林

「

ほ

ん

と

そ

う

。

調

子

乗

る

の

だ

け

が

取

り

柄

だ

か

ら

」 

真

尋

「
（

う

れ

し

そ

う

に

）

う

け

る

。

お

も

し

ろ

」 

河

合

は

、

う

れ

し

そ

う

に

し

て

い

る

真

尋

を

見

て

、

不

思

議

そ

う

に

し

て

い

る

。 

す

る

と

、

店

員

Ａ

が

食

事

を

持

っ

て

く

る

。

 

店

員

Ａ

「

お

待

た

せ

し

ま

し

た

。

カ

ツ

カ

レ

ー

の

お

客

様

」

 

河

合

と

東

海

林

、

手

を

挙

げ

る

。 

店

員

Ａ

、

河

合

と

東

海

林

の

前

に

カ

ツ

カ

レ

ー

を

置

い

て

、

真

尋

と

璃

子

の

前

に

カ

レ

ー

う

ど

ん

を

置

く

。 

次

い

で

、

店

員

Ａ

が

テ

ー

ブ

ル

の

真

ん

中

に
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ビ

ー

ル

を

四

つ

、

置

く

。 

店

員

「

ご

ゆ

っ

く

り

お

過

ご

し

く

だ

さ

い

」

 

店

員

Ａ

、

厨

房

の

方

へ

帰

っ

て

行

く

。

 
東

海

林

、

璃

子

に

ビ

ー

ル

を

渡

し

て

、

 

璃

子

「

あ

り

が

と

」 

河

合

、

そ

れ

を

見

て

慌

て

て

ビ

ー

ル

を

真

尋

に

渡

し

て

、 

真

尋

「

す

み

ま

せ

ん

。

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」 

東

海

林

と

河

合

も

自

分

の

分

の

ビ

ー

ル

を

取

っ

て

、

 

東

海

林

「

そ

れ

じ

ゃ

あ

、

お

疲

れ

様

で

ー

す

」 

璃

子

「

お

疲

れ

様

～

」 

真

尋

「

お

疲

れ

様

で

す

」 

河

合

「

お

疲

れ

様

で

す

」 

真

尋

、

河

合

、

璃

子

、

東

海

林

、

乾

杯

し

て

ビ

ー

ル

を

飲

む

。 

東

海

林

「

う

ま

～

。

沁

み

る

わ

」 

璃

子

「

う

ま

～

い

」 

真

尋

「

お

い

し

い

ね

」 

河

合

「

お

い

し

い

で

す

ね

」 
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真

尋

、

河

合

、

璃

子

、

東

海

林

、

そ

れ

ぞ

れ

食

べ

て

、 
東

海

林

「

う

ん

ま

い

」 

河

合

「

カ

ツ

カ

レ

ー

お

い

し

い

で

す

ね

」

 

東

海

林

「

で

し

ょ

」 

真

尋

「

カ

レ

ー

う

ど

ん

も

お

い

し

い

」

 

真

尋

、

河

合

、

璃

子

、

東

海

林

、

お

い

し

そ

う

に

食

べ

る

。 

璃

子

「

そ

う

い

え

ば

、

真

尋

ち

ゃ

ん

、

今

こ

の

辺

に

住

ん

で

る

の

？

」 

真

尋

「

う

ん

。

こ

こ

か

ら

２

駅

く

ら

い

」

 

璃

子

「

そ

う

な

ん

だ

。

い

つ

か

ら

東

京

？

」

 

真

尋
「

大

学

か

ら

。
そ

の

ま

ま

就

職

も

東

京

で

し

た

」 

璃

子

「

へ

え

。

全

然

知

ら

な

か

っ

た

。

あ

れ

、

高

校

ど

こ

い

っ

た

ん

だ

っ

け

？

」 

真

尋

「
（

ち

ょ

っ

と

得

意

げ

に

）

高

校

は

ね

、

一

高

」 

璃

子

「

あ

あ

、

そ

う

だ

そ

う

だ

。

頭

良

か

っ

た

も

ん

ね

」

 

東

海

林

「

一

高

っ

て

す

ご

い

ん

だ

？

」

 

璃

子

「

地

元

で

一

番

賢

い

高

校

。

私

た

ち

の

時

、

い
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っ

た

の

５

人

く

ら

い

だ

っ

た

よ

ね

？

」

 

真

尋

「

そ

う

ね

。

確

か

５

人

だ

っ

た

と

思

う

」 
東

海

林

「

へ

ー

。

す

ご

い

ね

」 

真

尋

「
（

ま

ん

ざ

ら

で

も

な

さ

そ

う

に

）

い

や

い

や

、

そ

ん

な

こ

と

な

い

よ

」 

璃

子

「

い

や

い

や

、

頭

良

く

な

い

と

入

れ

な

い

高

校

だ

も

ん

」 

真

尋

「

ま

あ

ま

あ

。

そ

れ

な

り

に

勉

強

は

し

て

た

か

な

」

 

東

海

林

「

へ

ー

。

す

ご

い

」 

河

合

「

す

ご

い

で

す

ね

」 

真

尋

、

ビ

ー

ル

を

グ

ッ

と

飲

ん

で

、 

真

尋

「

璃

子

ち

ゃ

ん

は

高

校

ど

こ

な

ん

だ

っ

け

？

」 

璃

子

「

私

は

ね

、

西

高

。

全

然

勉

強

し

な

か

っ

た

か

ら

ね

ー

」 

真

尋
「

え

ー

、
そ

う

だ

っ

け

。
で

も

す

ご

い

じ

ゃ

ん

」 

璃

子

「
（

困

惑

し

て

）

ま

、

ま

あ

」 

東

海

林

、

困

惑

す

る

璃

子

を

見

て

、 

東

海

林

「

頭

よ

く

な

い

も

ん

ね

」 

璃

子

「
（

東

海

林

を

ど

つ

い

て

）

う

る

さ

い

」 
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真

尋

、

ニ

ヤ

ニ

ヤ

し

な

が

ら

、 

真

尋

「

そ

ん

な

こ

と

な

い

よ

。

い

い

高

校

じ

ゃ

ん

」 
璃

子

「

あ

、

あ

り

が

と

う

」 
河

合

、

怪

訝

な

表

情

で

真

尋

を

見

る

。

 

東

海

林

「

そ

う

い

え

ば

、
」 

真

尋

「
（

被

せ

て

）

大

学

は

ど

こ

行

っ

た

の

？

」 

璃

子

「

あ

ー

。

大

学

。

大

学

は

い

っ

て

な

い

ん

だ

よ

ね…
…

」 

真

尋

「

え

ー

、

そ

う

な

ん

だ

。

な

ん

か

ご

め

ん

」 

真

尋

「

う

う

ん

。

大

丈

夫

」 

河

合

「

真

尋

さ

ん

、

あ

の

、
」 

真

尋

「
（

被

せ

て

）

私

は

一

応

上

智

い

っ

た

の

」 

気

ま

ず

そ

う

な

璃

子

。 

河

合

と

東

海

林

、

目

配

せ

を

し

て

、

話

を

変

え

よ

う

と

し

て

、 

東

海

林

「

あ

れ

、

河

合

さ

ん

は

出

身

ど

こ

な

の

？

」 

河

合

「

僕

は

千

葉

で

す

。

今

は

東

京

に

住

ん

で

る

け

ど

」

 

東

海

林

「

へ

え

。

職

場

が

こ

の

辺

と

か

？

」

 

河

合

「

職

場

は

ち

ょ

っ

と

違

う

ん

で

す

け

ど

、

今

日
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こ

の

辺

り

で

飲

ん

で

て

、

銭

湯

が

あ

っ

た

の

で

来

て

み

た

ん

で

す

」 
璃

子

「

そ

う

な

ん

で

す

ね

。

仕

事

は

何

し

て

る

ん

で

す

か

？

」 

河

合

「

メ

ー

カ

ー

で

経

理

を

し

て

い

ま

す

」

 

東

海

林

「

う

わ

、

め

っ

ち

ゃ

ぽ

い

（

笑

）
」 

河

合

「

よ

く

言

わ

れ

ま

す

（

笑

）
」 

真

尋

「

え

、

一

緒

だ

。

私

も

メ

ー

カ

ー

で

働

い

て

ま

す

」

 

河

合

「

そ

、

そ

う

な

ん

で

す

ね

」 

真

尋

「

お

菓

子

メ

ー

カ

ー

で

企

画

を

し

て

て

。

た

ぶ

ん

皆

さ

ん

も

見

た

こ

と

あ

る

お

菓

子

だ

と

思

い

ま

す

よ

」

 

東

海

林

「

へ

え

。

す

ご

い

ね…
…

」 

真

尋

「

他

に

も

何

個

か

内

定

も

ら

っ

た

け

ど

、

や

っ

ぱ

一

番

有

名

な

と

こ

ろ

が

い

い

じ

ゃ

な

い

で

す

か

」 

東

海

林

、

店

員

Ａ

を

呼

ん

で

水

を

持

っ

て

き

て

も

ら

う

。 

東

海

林

、

真

尋

に

水

を

渡

し

て

、 

東

海

林

「

飲

ん

で

」 
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真

尋

、

水

を

ご

く

ご

く

飲

ん

で

、 

真

尋

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

酔

っ

た

み

た

い

で

す

。

す

み

ま

せ

ん

」 
河

合

、

璃

子

、

東

海

林

、

真

尋

が

落

ち

着

い

て

安

堵

す

る

。 

璃

子

、

話

題

を

変

え

て

、 

璃

子

「

そ

う

い

え

ば

、

井

上

さ

ん

っ

て

覚

え

て

る

？

バ

レ

ー

部

の

」 

真

尋
「

あ

あ

、
い

た

か

も

。
シ

ョ

ー

ト

カ

ッ

ト

の

？

」 

璃

子

「

そ

う

そ

う

！

井

上

さ

ん

、

声

優

に

な

っ

た

ら

し

い

よ

。

そ

こ

そ

こ

売

れ

て

る

ん

だ

っ

て

」

 

真

尋

「

へ

ー

。

全

然

知

ら

な

か

っ

た

。

で

も

、

そ

う

だ

よ

ね

、

そ

ろ

そ

ろ

同

級

生

に

有

名

人

が

出

て

き

て

も

お

か

し

く

な

い

よ

ね

」 

璃

子

「

だ

ね

」 

東

海

林

、

そ

う

い

え

ば

と

、 

東

海

林

「

あ

れ

、

二

人

っ

て

、

ク

ラ

ス

も

同

じ

だ

っ

た

の

？

」 

璃

子

「

二

、

三

年

が

高

橋

の

二

組

で

一

緒

だ

っ

た

。

一

年

は

違

う

よ

ね

？

」 
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真

尋

「

確

か

違

っ

た

と

思

う

。

私

、

吉

岡

の

ク

ラ

ス

だ

っ

た

け

ど

、

璃

子

ち

ゃ

ん

は

い

な

か

っ

た

と

思

う

な

」
 

璃

子
「

そ

う

そ

う

！

私

、
菊

池

の

ク

ラ

ス

だ

っ

た

！

」 

真

尋
「

そ

う

よ

ね

。
菊

池

懐

か

し

い

な

。
伝

説

の

ね

」 

璃

子

「

そ

う

そ

う

。

伝

説

の

菊

池

」 

東

海

林

「

な

に

伝

説

っ

て

？

」 

璃

子

「

私

た

ち

が

二

年

の

時

に

、

パ

チ

ン

コ

で

財

布

盗

ん

で

捕

ま

っ

た

の

」 

東

海

林

「

す

ご

。

そ

ん

な

こ

と

あ

る

ん

だ

」

 

河

合

「

そ

れ

は

す

ご

い

で

す

ね

」 

璃

子

「

け

ど

、

や

り

そ

う

で

は

あ

っ

た

よ

ね

」 

真

尋
「

全

然

予

想

外

で

は

な

か

っ

た

。
捕

ま

っ

た

時

、

み

ん

な

あ

ん

ま

り

驚

い

て

な

か

っ

た

よ

ね

」

 

璃

子

「

典

型

的

な

体

育

教

師

っ

て

感

じ

で

さ

。

と

に

か

く

偉

そ

う

な

の

。

め

っ

ち

ゃ

嫌

わ

れ

て

た

も

ん

ね

」

 

真

尋

「

そ

う

。

一

回

学

年

集

会

に

な

っ

た

よ

ね

」 

璃

子

「

あ

っ

た

！

懐

か

し

い

～

。

全

学

年

集

ま

っ

て

ね

。
校

長

が

泣

い

た

ん

だ

よ

ね

。『

み

ん

な

に

申

し
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訳

な

い

』

っ

て

。

み

ん

な

ド

ン

引

き

で

ね

」

 

真

尋

「

中

学

生

だ

っ

た

か

ら

ね

。

お

じ

さ

ん

が

泣

い

て

る

の

見

る

と

引

い

ち

ゃ

う

よ

ね

」 
真

尋

と

璃

子

、

笑

う

。 

真

尋

と

璃

子

が

笑

っ

て

い

る

の

を

見

て

、

河

合

と

東

海

林

は

安

堵

の

表

情

。 

東

海

林

「

へ

ー

。

そ

ん

な

こ

と

が

。

っ

て

か

学

年

集

会

っ

て

懐

か

し

い

な

」 

河

合

「

そ

う

で

す

ね

。

久

々

に

聞

い

た

な

」
 

璃

子

、

ハ

ッ

と

し

て

、 

璃

子

「

急

に

思

い

出

し

た

ん

だ

け

ど

、

真

尋

ち

ゃ

ん

あ

の

と

き

見

た

っ

て

言

っ

て

な

か

っ

た

っ

け

？

」 

真

尋

「

見

た

？

」 

璃

子

「

ほ

ら

。

夢

」 

真

尋

「

あ

あ…
…

。

そ

う

だ

っ

た

か

も

」

 

東

海

林

「

夢

？

」 

璃

子

「

そ

う

そ

う

。

寝

る

と

き

に

見

る

あ

の

夢

。

菊

池

が

捕

ま

る

夢

を

見

た

ん

で

し

ょ

？

」

 

璃

子

、

東

海

林

、

河

合

の

視

線

が

真

尋

に

向

け

ら

れ

る

。 
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真

尋

、

嫌

そ

う

に

、 

真

尋

「…
…

う

ん

」 
璃

子
「

あ

、
ご

め

ん

。
言

わ

な

い

方

が

よ

か

っ

た

？

」 

真

尋

「

い

や

、

別

に

大

丈

夫…
…

」 

璃

子

「

あ

れ

だ

よ

ね

、

菊

池

が

パ

ト

カ

ー

で

連

行

さ

れ

る

と

こ

ろ

を

見

た

ん

だ

よ

ね

」 

真

尋
「
（

首

を

横

に

振

っ

て

）
う

う

ん

。
正

確

に

言

う

と

、

校

長

が

体

育

館

で

泣

い

て

て

、

詳

し

く

は

分

か

ら

な

い

ん

だ

け

ど

、

ど

う

や

ら

菊

池

が

な

ん

か

や

ら

か

し

た

ら

し

い

、

っ

て

い

う

夢

を

見

た

」 

璃

子

「

そ

う

だ

そ

う

だ

。

そ

れ

で

、

菊

池

が

な

ん

か

や

ら

か

す

か

も

っ

て

真

尋

ち

ゃ

ん

が

言

っ

た

ん

だ

」 

真

尋

「

う

ん

」 

璃

子

「

そ

れ

で

、

ほ

ん

と

に

菊

池

が

や

ら

か

し

た

か

ら

、

み

ん

な

び

っ

く

り

し

た

ん

だ

よ

ね

。

菊

池

が

捕

ま

っ

た

こ

と

よ

り

も

び

っ

く

り

し

て

た

も

ん

ね

」 

東

海

林

「

何

そ

れ

。

予

知

夢

み

た

い

な

こ

と

？

」 

真

尋

「

そ

う

」 

東

海

林

「

す

ご

」 

璃

子

「

な

ん

か

他

に

も

予

知

夢

見

た

っ

て

言

っ

て

た
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よ

ね

。

あ

ん

ま

り

覚

え

て

な

い

け

ど

」

 

東

海

林

「

え

ー

気

に

な

る

」 
真

尋

「…
…

あ

ー

そ

う

ね

。

先

生

が

着

て

く

る

ジ

ャ

ー

ジ

の

色

と

か

、

体

育

で

グ

ラ

ウ

ン

ド

を

何

周

走

る

か

と

か

、

国

語

の

授

業

で

音

読

が

名

簿

の

最

初

か

ら

始

ま

る

か

最

後

か

ら

始

ま

る

か

と

か…
…

」 

東

海

林

「

な

に

そ

れ

。

小

さ

く

な

い

？

（

笑

）
」 

璃

子

「

も

う

ち

ょ

っ

と

大

き

い

予

知

夢

見

た

こ

と

な

い

の

？

」 

真

尋

「

大

き

い

の

か…
…

。

就

活

の

グ

ル

ー

プ

ワ

ー

ク

で

司

会

を

や

っ

て

上

手

く

い

っ

て

、

内

定

も

ら

っ

た

こ

と

と

か

？

で

も

内

定

辞

退

し

た

か

ら

な…

…

。

別

に

大

き

い

こ

と

で

は

な

い

か

も

」

 

河

合

、

真

尋

の

話

を

聞

い

て

ハ

ッ

と

し

た

表

情

を

す

る

。 

璃

子

「

そ

れ

は

真

尋

ち

ゃ

ん

の

人

生

に

は

大

き

く

な

い

ね

」

 

真

尋

「

そ

う

だ

よ

ね

」 

璃

子

「

み

ん

な

結

構

ひ

ど

い

こ

と

言

っ

て

な

か

っ

た

？

予

知

夢

の

無

駄

遣

い

だ

と

か

、

世

界

と

か

救
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う

と

か

し

ろ

よ

だ

と

か

」 

真

尋

「

そ

う

。

だ

か

ら

、

最

後

の

方

は

予

知

夢

を

見

て

も

言

わ

な

い

よ

う

に

し

て

た

」 

璃

子

「

あ

あ

、

そ

う

な

ん

だ

。

予

知

夢

見

な

く

な

っ

た

と

思

っ

て

た

」 

真

尋

「

み

ん

な

に

は

見

な

く

な

っ

た

っ

て

言

っ

て

た

け

ど

ね

。

ほ

ん

と

は

見

て

た

よ

」 

璃

子

「

そ

う

な

の

か

ー

。

な

ん

か

ご

め

ん

ね

」 

真

尋

「

う

う

ん

。

も

う

大

丈

夫

」 

東

海

林

「

最

近

も

見

た

り

す

る

の

？

」

 

真

尋

「

頻

度

は

減

っ

た

け

ど

、

た

ま

に

見

た

り

す

る

よ

。
（

河

合

に

目

を

や

っ

て

）

今

朝

も

見

た

し

」 

河

合
「
（

ハ

ッ

と

し

て

）
あ

あ

！

そ

う

い

う

こ

と

か

！

」 

東

海

林

「

ど

う

し

た

の

？

」 

河

合

「

こ

の

あ

と

璃

子

さ

ん

と

ご

飯

食

べ

る

か

ら

っ

て

言

わ

れ

た

の

に

、

真

尋

さ

ん

と

璃

子

さ

ん

偶

然

出

会

っ

た

み

た

い

な

感

じ

だ

か

ら

、

な

ん

か

変

だ

な

と

思

っ

て

た

ん

で

す

よ

ね

。
そ

う

い

う

こ

と

か

」 

璃

子

「

な

る

ほ

ど

。

そ

れ

も

予

知

夢

だ

っ

た

の

ね

」 

真

尋

「

う

ん

。

け

ど

、

信

じ

て

も

ら

え

な

い

と

思

っ



 

26 

 

た

か

ら

、

言

わ

な

か

っ

た

。

ご

め

ん

な

さ

い

」 

河

合

「

い

や

い

や

、

謝

ら

な

い

で

く

だ

さ

い

。

た

ぶ

ん

、

言

わ

れ

て

も

信

じ

て

な

か

っ

た

と

思

う

し

」 

東

海

林
「

け

ど

、
こ

れ

も

そ

ん

な

に

大

き

く

な

い

ね

」 

璃

子

「

た

し

か

に

」 

東

海

林

「

他

に

は

な

い

の

？

」 

真

尋

「

え

え

と

ね…
…

。

さ

っ

き

見

た

ん

だ

け

ど

、

あ

の

人

、

俳

優

の

、

名

前

が…
…

」 

真

尋

、

考

え

込

む

。 

ふ

と

、

テ

レ

ビ

を

指

さ

し

て

、 

真

尋

「

あ

、

あ

の

人

！

」 

テ

レ

ビ

に

は

、

俳

優

の

及

川

国

臣

（

５

２

）

が

映

っ

て

い

る

。 

璃

子

「

及

川

国

臣

？

」 

真

尋

「

そ

う

。

及

川

国

臣

が

ひ

っ

く

り

返

っ

て

る

夢

を

見

た

」 

璃

子

「
（

笑

い

な

が

ら

）

何

そ

れ

。

ド

ラ

マ

？

」 

真

尋

「

い

や

、

ド

ラ

マ

じ

ゃ

な

い

ん

だ

よ

ね

。

目

の

前

で

ひ

っ

く

り

返

っ

て

た

」 

東

海

林
「
（

笑

い

な

が

ら

）
や

ば

い

ね

そ

の

状

況

。
役
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者

に

な

る

の

？

」 

璃

子

「
（

笑

い

な

が

ら

）

い

や

、

な

ら

な

い

で

し

ょ

」 

真

尋

、

苦

笑

い

を

す

る

。 

真

尋

「

ま

あ

、

当

た

る

か

分

か

ら

な

い

か

ら

ね

」 

璃

子

「

そ

っ

か

。

夢

が

全

部

予

知

夢

な

訳

で

は

な

い

の

か

」

 

東

海

林

「

そ

り

ゃ

そ

う

だ

よ

ね

。

全

部

予

知

夢

だ

っ

た

ら

大

変

だ

よ

」 

璃

子

「

じ

ゃ

あ

及

川

国

臣

が

ひ

っ

く

り

返

っ

て

た

ら

写

真

撮

っ

て

送

っ

て

よ

（

笑

）
」 

真

尋

「

分

か

っ

た

」 

河

合

「

い

や

分

か

ら

な

い

方

が

い

い

よ

。

ひ

っ

く

り

返

っ

て

る

人

写

真

撮

ら

な

い

方

が

い

い

で

し

ょ

」 

真

尋

「

た

し

か

に

」 

真

尋

、

河

合

、

璃

子

、

東

海

林

、

笑

う

。

 

東

海

林

、

ス

マ

ホ

を

取

り

出

し

て

時

間

を

確

認

し

て

、 

東

海

林

「

そ

ろ

そ

ろ

行

こ

う

か

」 

璃

子

「

そ

う

だ

ね

。

明

日

も

早

い

し

」

 

真

尋

「

明

日

ど

こ

か

行

く

の

？

」 
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璃

子

「

あ

あ

、

仕

事

で

大

分

に

行

く

ん

だ

よ

ね

」 

真

尋

「

大

変

だ

ね

。

土

日

休

み

じ

ゃ

な

い

ん

だ

」 
璃

子

「

土

日

休

み

じ

ゃ

な

い

と

い

う

か

、

決

ま

っ

た

休

み

が

な

い

と

い

う

か

。
自

分

で

会

社

や

っ

て

て

、

休

も

う

と

思

え

ば

休

め

る

感

じ

。

忙

し

く

て

全

然

休

め

て

な

い

け

ど

」 

真

尋

「…
…

社

長

？

」 

璃

子

「

一

応

社

長

だ

ね

。
」 

東

海

林

「

う

ち

の

社

長

が

大

分

に

見

た

い

物

件

が

あ

る

っ

て

言

う

か

ら

さ

。

朝

か

ら

行

く

の

よ

」
 

河

合

「

へ

え

。

す

ご

い

で

す

ね

」 

真

尋

「
（

シ

ョ

ッ

ク

を

受

け

て

）…
…

」

 

璃

子

「

大

丈

夫

？

」 

真

尋

「

な

ん

か…
…

。

う

ん

。

ご

め

ん

。

大

丈

夫

」 

璃

子

「

じ

ゃ

あ

先

行

く

ね

。

ま

た

ご

飯

行

こ

う

」 

東

海

林

「

二

人

と

も

あ

り

が

と

う

。

じ

ゃ

あ

ね

」 

河

合
「
（

手

を

振

っ

て

）
あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

」 

真

尋

「
（

手

を

振

っ

て

）…
…

」 

璃

子

と

東

海

林

、

真

尋

と

河

合

に

手

を

振

り

な

が

ら

レ

ス

ト

ラ

ン

を

出

て

行

く

。 
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河

合

「

璃

子

さ

ん

す

ご

か

っ

た

で

す

ね

」

 

河

合

が

真

尋

を

見

る

と

、

真

尋

が

涙

を

流

し

て

い

る

。 

河

合

「
（

心

配

し

て

）

大

丈

夫

で

す

か

」

 

真

尋

「

は

い…
…

。

大

丈

夫…
…

」 

河

合

「

全

然

大

丈

夫

に

は

見

え

な

い

ん

だ

け

ど

。

水

飲

ん

で

落

ち

着

い

て

」 

河

合

、

真

尋

に

水

を

渡

す

。 

真

尋

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」 

真

尋

、

水

を

飲

む

。 

真

尋

「

ふ

う

」 

真

尋

、

深

く

息

を

吐

い

て

、 

真

尋

「

落

ち

着

き

ま

し

た

」 

河

合

「

な

ら

よ

か

っ

た

で

す

」 

真

尋

「

な

ん

か

、

よ

く

わ

か

ら

な

く

な

っ

た

ん

で

す

よ

ね

」

 

河

合

「

は

い

」 

真

尋

「

私

中

学

が

ほ

ん

と

に

楽

し

く

な

く

て

。

い

い

思

い

出

が

一

つ

も

な

く

て

」 

河

合

「

不

安

だ

っ

た

ん

で

し

ょ

」 
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真

尋

「

え

？

」 

河

合

「

璃

子

さ

ん

に

会

う

の

が

。

だ

か

ら

僕

を

呼

ん

だ

ん

じ

ゃ

な

い

で

す

か

？

」 

真

尋

「

あ

あ

、

ば

れ

て

た

ん

で

す

ね

」

 

河

合

「

璃

子

さ

ん

の

こ

と

苦

手

な

ん

だ

ろ

う

な

と

思

っ

て

ま

し

た

よ

。

ど

う

見

て

も

同

じ

グ

ル

ー

プ

で

は

な

さ

そ

う

だ

し

。

一

軍

と

四

軍

と

い

う

か

」 

真

尋

「

誰

が

四

軍

で

す

か

」 

河

合

「

あ

あ

、

す

い

ま

せ

ん

。

失

礼

し

ま

し

た

」 

真

尋

「

別

に

い

い

で

す

よ

。

事

実

だ

し

。

あ

あ

い

う

一

軍

が

大

っ

嫌

い

で

、

で

も

勝

て

な

く

て

、

だ

か

ら

勉

強

を

が

ん

ば

っ

た

ん

で

す

」 

河

合

「

分

か

り

ま

す

。

僕

も

そ

う

い

う

タ

イ

プ

で

し

た

」

 

真

尋

「

一

軍

を

見

返

し

た

く

て

勉

強

し

て

、

い

い

大

学

に

入

っ

て

、

就

活

も

大

変

だ

っ

た

け

ど

が

ん

ば

っ

て

。

そ

こ

そ

こ

の

と

こ

に

就

職

し

て

。

そ

れ

で

今

日

璃

子

ち

ゃ

ん

と

会

う

こ

と

が

分

か

っ

て

、

チ

ャ

ン

ス

だ

と

思

っ

て

。

見

返

せ

る

ぞ

と

思

っ

て

」 

河

合

「

途

中

ま

で

は

見

返

せ

て

た

ん

で

す

け

ど

ね

」 
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真

尋
「
（

う

な

ず

い

て

）
大

学

い

っ

て

な

く

て

、
彼

氏

が

つ

ま

ん

な

い

と

こ

ろ

ま

で

は

よ

か

っ

た

ん

で

す

け

ど

」
 

河

合

「

め

っ

ち

ゃ

う

れ

し

そ

う

で

し

た

よ

ね

。

東

海

林

さ

ん

が

名

字

の

話

し

て

た

と

き

。

あ

ん

な

つ

ま

ん

な

い

話

を

あ

ん

な

に

う

れ

し

そ

う

に

聞

い

て

る

人

、

初

め

て

見

ま

し

た

よ

」 

真

尋

「

あ

ま

り

に

も

つ

ま

ら

な

す

ぎ

て

、

さ

す

が

に

う

れ

し

か

っ

た

で

す

よ

ね

。

こ

の

彼

女

に

し

て

こ

の

彼

氏

あ

り

、

っ

て

感

じ

で

す

よ

」 

真

尋

、

笑

う

。 

真

尋

「

け

ど

、

そ

こ

か

ら

が…
…

。

予

知

夢

の

話

に

な

っ

て…
…

」 

河

合

「

し

ん

ど

そ

う

で

し

た

も

ん

ね

。

予

知

夢

の

話

の

時

」

 

真

尋

「

結

構

言

わ

れ

て

た

ん

で

す

よ

ね

。

テ

ス

ト

で

何

出

る

か

聞

か

れ

て

、

け

ど

夢

で

見

て

な

い

か

ら

分

か

ら

な

く

て

、

分

か

ら

な

い

と

言

っ

た

ら

、

役

立

た

ず

と

か

言

わ

れ

て

。

自

分

だ

っ

た

ら

予

知

夢

を

有

効

活

用

で

き

る

の

に

と

か

誰

が

役

立

た

ず

に
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持

た

せ

た

ん

だ

と

か

」 

河

合

「
（

う

な

ず

い

て

）…
…

」 
真

尋

「

し

か

も

社

長

に

な

っ

て

て

」 

河

合

「

璃

子

さ

ん

す

ご

か

っ

た

で

す

ね

」

 

真

尋

「

な

ん

か

全

部

分

か

ら

な

く

な

っ

ち

ゃ

っ

て

。

途

中

ま

で

見

返

せ

て

た

の

に

、

結

局

私

よ

り

何

倍

も

す

ご

く

て

、

彼

氏

も

い

て

、

つ

ま

ん

な

い

彼

氏

だ

け

ど

優

し

く

て

、

私

彼

氏

い

な

く

て…
…

」 

河

合

「

優

し

い

人

で

し

た

ね

。

つ

ま

ん

な

い

け

ど

」 

真

尋

「

水

を

た

の

ん

で

く

れ

る

し

、

失

礼

な

こ

と

言

っ

て

も

怒

ら

な

い

、

つ

ま

ん

な

い

こ

と

以

外

は

め

っ

ち

ゃ

い

い

人

で

。

璃

子

ち

ゃ

ん

は

璃

子

ち

ゃ

ん

で

あ

の

頃

か

ら

変

わ

っ

て

て

、

な

ん

か

優

し

い

し

全

然

怒

ん

な

い

し

。

む

し

ろ

怒

っ

て

ほ

し

か

っ

た

の

に

。

怒

っ

て

く

れ

た

ら

見

返

せ…
…

い

や

見

下

せ

た

の

に

。

あ

ん

な

す

ご

く

て

い

い

人

、

見

下

せ

な

い

じ

ゃ

な

い

で

す

か

。

私

が

め

っ

ち

ゃ

性

格

悪

い

だ

け

。

ほ

ん

と

惨

め

」 

河

合

「
（

真

剣

に

聴

い

て

い

て

）…
…

」

 

真

尋

「

予

知

夢

も

な

ん

の

役

に

も

立

っ

て

な

い

し

、
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璃

子

ち

ゃ

ん

の

方

が

ど

う

考

え

て

も

私

よ

り

人

の

役

に

立

っ

て

る

し…
…

。

あ

ー

あ

。

こ

れ

か

ら

ど

う

し

よ

う

か

な

。

ど

う

生

き

よ

う…
…

」

 
真

尋

、

う

つ

む

く

。 

河

合

「

あ

の

、

た

し

か

に

璃

子

さ

ん

す

ご

か

っ

た

け

ど

、

真

尋

さ

ん

だ

っ

て

誰

か

の

役

に

立

っ

て

る

と

思

い

ま

す

よ

」 

真

尋

「
（

愛

想

笑

い

で

）

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」 

真

尋

、

相

変

わ

ら

ず

落

ち

込

ん

で

い

る

。

 

河

合

「

あ

の

、

僕

の

こ

と

覚

え

て

な

い

で

す

か

？

」 

真

尋

「…
…

え

？

」 

真

尋

、

顔

を

上

げ

て

河

合

を

見

る

。 

真

尋

「

い

や…
…

。

ど

こ

か

で

お

会

い

し

ま

し

た

っ

け…
…

？

」 

河

合

「

僕

、

真

尋

さ

ん

に

助

け

て

も

ら

っ

た

こ

と

が

あ

る

ん

で

す

」 

河

合

、

ス

マ

ホ

を

出

し

て

メ

ー

ル

の

画

面

を

真

尋

に

見

せ

る

。

画

面

に

は

『

内

定

通

知

』

と

書

か

れ

て

い

る

。 

河

合

「

こ

の

会

社

の

選

考

受

け

ま

し

た

よ

ね

？

グ

ル
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ー

プ

ワ

ー

ク

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

か

？

」

 

真

尋

、

何

か

を

思

い

出

し

て

ハ

ッ

と

す

る

。

 

 

４

○

（

回

想

）

貸

会

議

室 

都

内

の

貸

会

議

室

。

中

に

は

４

人

の

採

用

担

当

者

と

、

リ

ク

ル

ー

ト

ス

ー

ツ

を

着

た

学

生

が

２

０

人

い

る

。

学

生

は

、

５

人

ず

つ

の

チ

ー

ム

に

分

か

れ

て

い

る

。 

そ

の

う

ち

の

一

つ

の

チ

ー

ム

に

、

松

下

真

尋

（

２

１

）

と

河

合

良

太

（

２

１

）

が

い

る

。

そ

の

チ

ー

ム

に

は

、

真

尋

と

河

合

以

外

に

学

生

Ａ

と

、

そ

の

他

二

人

の

学

生

が

い

る

。

 

河

合

は

緊

張

の

面

持

ち

で

あ

る

。 

採

用

担

当

者

Ａ

「

そ

れ

で

は

始

め

て

く

だ

さ

い

」 

学

生

Ａ

「

ど

う

し

ま

し

ょ

う

。

ひ

と

ま

ず

役

割

を

決

め

ま

す

か

」 

真

尋

「

あ

の

、

私

こ

の

グ

ル

ー

プ

ワ

ー

ク

で

何

が

求

め

ら

れ

て

い

る

か

分

か

り

ま

す

。

信

じ

て

も

ら

え

な

い

か

も

し

れ

な

い

で

す

け

ど

。

な

の

で

、

私

に

司

会

を

さ

せ

て

ほ

し

い

で

す

。

必

ず

全

員

合

格

さ
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せ

る

の

で

」 

河

合

「

あ

の

、

な

ん

で

分

か

る

ん

で

す

か

？

」 
真

尋

「

そ

れ

は…
…

内

緒

で

す

。

で

は

、

河

合

さ

ん

は

タ

イ

ム

キ

ー

パ―

を

お

願

い

し

ま

す

。

書

記

は

…
…

」

 

 

５

○

元

の

ス

ー

パ

ー

銭

湯

・

レ

ス

ト

ラ

ン

（

夜

） 

真

尋

「

あ

あ

、

あ

の

時

の…
…

」 

河

合
「

あ

の

時

は

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。
僕

、

グ

ル

ー

プ

ワ

ー

ク

が

苦

手

で

、

グ

ル

ー

プ

ワ

ー

ク

落

ち

続

け

て

い

た

ん

で

す

。

け

ど

、

あ

の

時

は

真

尋

さ

ん

の

お

か

げ

で

グ

ル

ー

プ

ワ

ー

ク

通

過

し

て

、

内

定

も

ら

っ

て

、

今

も

そ

こ

で

働

い

て

い

る

ん

で

す

。

真

尋

さ

ん

は

恩

人

な

ん

で

す

」 

真

尋

「

い

え

い

え

、

私

は

そ

ん

な

。

あ

、

さ

っ

き

失

礼

な

こ

と

を…
…

」 

河

合

「

そ

れ

は

気

に

し

な

い

で

く

だ

さ

い

。

実

際

有

名

じ

ゃ

な

い

し

。

け

ど

、

僕

は

真

尋

さ

ん

の

お

か

げ

で

入

社

で

き

た

会

社

で

そ

こ

そ

こ

幸

せ

に

働

い

て

い

て

る

ん

で

す

。

だ

か

ら

、

真

尋

さ

ん

の

予

知
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夢

は

役

に

立

っ

て

る

ん

で

す

」 

真

尋

「

い

や

そ

れ

は…
…

」 
河

合

「

い

や

、

本

人

が

役

に

立

っ

た

っ

て

言

っ

て

る

ん

で

す

よ

。
間

違

い

な

く

役

に

立

っ

て

る

で

し

ょ

」 

真

尋

「

河

合

さ

ん

の

役

に

は

立

て

た

の

か

も

し

れ

な

い

け

ど…
…

」 

河

合

「

け

ど

な

ん

で

す

か

。

一

人

の

人

生

を

変

え

て

る

ん

で

す

よ

。

そ

れ

で

十

分

で

し

ょ

。

そ

れ

に

、

た

ぶ

ん

気

付

い

て

な

い

と

こ

ろ

で

誰

か

を

救

っ

て

ま

す

よ

」 

真

尋

「

そ

う

で

す

か

ね…
…

」 

河

合

「

そ

う

で

す

よ

。

そ

り

ゃ

、

世

界

は

救

っ

て

な

い

か

も

し

れ

な

い

け

ど

。

だ

い

た

い

ね

、

予

知

夢

が

見

れ

る

く

ら

い

で

世

界

救

わ

な

い

と

な

ん

て

、

調

子

乗

り

す

ぎ

で

す

よ

。

世

界

な

ん

て

ね

、

ブ

ル

ー

ス
・
ウ

ィ

ル

ス

に

任

せ

と

け

ば

い

い

ん

で

す

よ

」 

真

尋

「

ブ

ル

ー

ス

・

ウ

ィ

ル

ス

っ

て

な

ん

で

し

た

っ

け…
…

？

」 

河

合

「

ア

ル

マ

ゲ

ド

ン

観

て

な

い

ん

で

す

か

？

」 

真

尋

「

観

た

こ

と

な

い

で

す…
…

」 
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河

合

「

な

ん

で

観

て

な

い

ん

で

す

か

！

」

 

真

尋

「

何

で

怒

ら

れ

て

ん

だ

ろ

。

な

ん

か

す

み

ま

せ

ん…
…

」 

河

合

「

と

に

か

く

、

ち

ょ

っ

と

予

知

夢

見

れ

る

く

ら

い

で

、

勝

手

に

世

界

背

負

っ

て

ん

じ

ゃ

ね

え

よ

っ

て

言

っ

て

る

ん

で

す

。

思

い

上

が

ら

な

い

で

く

だ

さ

い

よ

。

身

近

な

人

を

一

人

で

も

救

っ

て

た

ら

十

分

で

し

ょ

」 

真

尋

「
（

真

剣

に

聴

い

て

い

る

）…
…

」
 

河

合
「
（

声

が

大

き

く

な

っ

て

）
仕

事

だ

っ

て

ね

、
社

長

だ

か

ら

偉

い

と

か

会

社

員

だ

か

ら

偉

く

な

い

と

か

、

そ

ん

な

の

な

い

で

す

よ

。

比

べ

て

ど

う

す

る

ん

で

す

か

。

見

返

す

と

か

見

下

す

と

か

、

そ

ん

な

の

や

め

ま

し

ょ

う

よ

」 

店

員

が

真

尋

と

河

合

を

見

て

い

る

。 

河

合

、

店

員

に

気

が

付

い

て

、

す

み

ま

せ

ん

と

店

員

に

会

釈

す

る

。 

河

合

「

と

に

か

く

、

自

分

の

た

め

に

生

き

ま

し

ょ

う

よ

」

 

真

尋

「

あ

の

、

な

ん

で

そ

ん

な

に

熱

く

な

っ

て

る

ん
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で

す

か

」 

河

合

「

僕

、

ず

っ

と

あ

な

た

に

感

謝

し

て

て

、

い

つ

か

も

う

一

度

会

う

こ

と

が

で

き

た

ら

、

お

礼

を

言

お

う

と

決

め

て

た

ん

で

す

。

で

、

よ

う

や

く

会

え

た

と

思

っ

た

ら

な

ん

か

ご

ち

ゃ

ご

ち

ゃ

言

っ

て

る

か

ら

腹

が

立

っ

て…
…

」 

真

尋

「…
…

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

私

役

に

立

っ

て

た

の

か

」 

河

合

「

そ

う

で

す

よ

。

だ

か

ら

こ

れ

か

ら

は

堂

々

と

し

て

く

だ

さ

い

ね

」 

真

尋

「
（

少

し

笑

顔

で

）

分

か

り

ま

し

た

」

 

真

尋

と

河

合

、

水

を

飲

む

。 

河

合

「

い

や

ー

。

し

ゃ

べ

り

疲

れ

ま

し

た

ね

。

そ

ろ

そ

ろ

行

き

ま

す

か

」 

真

尋

「

は

い

。

そ

う

し

ま

し

ょ

う

」 

真

尋

と

河

合

、

席

を

立

っ

て

、

レ

ス

ト

ラ

ン

の

出

口

に

向

か

う

。 

と

、

出

口

付

近

の

カ

ウ

ン

タ

ー

席

に

及

川

が

座

っ

て

い

る

。 

河

合

、

及

川

を

見

つ

け

て

、 
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河

合
「

え

、
あ

の

人

、
及

川

国

臣

に

似

て

ま

せ

ん

？

」 

真

尋

「…
…

確

か

に

似

て

る

。

っ

て

い

う

か

、

本

人

か

も

」
 

す

る

と

、

及

川

が

箸

を

床

に

落

と

す

。

 

及

川

、

箸

を

取

ろ

う

と

し

て

、

バ

ラ

ン

ス

を

崩

し

か

け

て

、 

河

合

「

あ

ぶ

な

い

！

」 

河

合

、

バ

ラ

ン

ス

を

崩

し

て

椅

子

ご

と

ひ

っ

く

り

返

り

か

け

た

及

川

を

間

一

髪

支

え

る

。

 

及

川

「

う

お

！

助

か

っ

た

よ

。

あ

り

が

と

う

」 

河

合

「

い

え

い

え

。

そ

れ

で

は

」 

真

尋

と

河

合

、

レ

ス

ト

ラ

ン

か

ら

出

て

、

 

河

合

「

ね

、

役

に

立

っ

た

で

し

ょ

」 

真

尋

、

う

な

ず

く

。 

 

６

〇

同

・

リ

ラ

ッ

ク

ス

ル

ー

ム

（

夜

）

 

リ

ラ

ッ

ク

ス

ル―

ム

に

戻

っ

て

き

た

真

尋

と

河

合

。

 

河

合

「

疲

れ

ま

し

た

ね

。

ち

ょ

っ

と

休

ん

で

行

き

ま

す

か

」
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真

尋

「

そ

う

で

す

ね

。

あ

ー

あ

、

疲

れ

た

」

 

真

尋

と

河

合

、

元

々

座

っ

て

い

た

チ

ェ

ア

に

座

る

。

 
真

尋

と

河

合

、

眠

る

。 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

河

合

、

ハ

ッ

と

目

を

覚

ま

す

。 

ス

マ

ホ

を

開

く

。 

画

面

に

は

３

時

２

４

分

と

表

示

さ

れ

て

い

る

。 

河

合

「

寝

て

た…
…

」 

河

合

、

隣

を

見

る

。 

隣

で

は

、

真

尋

が

寝

て

い

る

。 

河

合

、

真

尋

に

話

し

か

け

て

、 

河

合

「

真

尋

さ

ん

。

寝

て

ま

す

よ

」 

真

尋

、

目

を

覚

ま

し

て

、 

真

尋

「

ん…
…

。

寝

て

た…
…

」 

真

尋

、

河

合

と

目

が

合

い

、

ハ

ッ

と

し

て

照

れ

な

が

ら

、 

真

尋

「

あ

、

す

い

ま

せ

ん

。

今

何

時

で

す

か

」 

河

合

「

３

時

２

４

分

で

す

」 

真

尋

「

そ

ん

な

時

間

か

。

結

構

寝

ま

し

た

ね

」 
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河

合

、

緊

張

し

な

が

ら

、 

河

合

「

あ

の

、

始

発

ま

で

散

歩

し

ま

せ

ん

か

」 

真

尋

、

笑

顔

で

、 

真

尋

「

は

い

」 

 

７

〇

歩

道

（

早

朝

） 

早

朝

の

歩

道

。 

太

陽

は

ま

だ

出

て

い

な

く

て

、

あ

た

り

は

真

っ

暗

だ

。 

真

尋

と

河

合

が

並

ん

で

歩

い

て

い

る

。
 

河

合

「

寒

い

し

真

っ

暗

で

す

ね

」 

真

尋

「

ほ

ん

と

で

す

ね

。

さ

す

が

１

１

月

」

 

河

合

「

ね

」 

会

話

が

続

か

ず

沈

黙

が

流

れ

る

。 

河

合

、

思

い

切

っ

て

、 

河

合

「

あ

の

」 

真

尋

「

い

い

で

す

よ

」 

河

合

「

え

？

」 

真

尋

「

朝

ご

は

ん

、

食

べ

て

行

き

ま

し

ょ

う

。

連

絡

先

も

交

換

し

ま

し

ょ

う

」 
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河

合

「

な

ん

で…
…

」 

真

尋

「

さ

っ

き

夢

で

見

た

の

で

。

あ

、

河

合

さ

ん

が

行

こ

う

と

し

て

る

カ

フ

ェ

、

さ

っ

き

調

べ

た

ら

臨

時

休

業

で

し

た

よ

。

あ

っ

ち

に

い

い

カ

フ

ェ

が

あ

る

の

で

、

行

き

ま

し

ょ

」 

真

尋

、

河

合

を

先

導

す

る

。 

河

合

「

ば

れ

て

た

の

か…
…

恥

ず

か

し

い

で

す

ね

」 

真

尋

「

ふ

ふ

ふ

」 

真

尋

、

河

合

を

振

り

返

っ

て

、

ニ

コ

ッ

と

笑

っ

て

、

 

真

尋

「

予

知

夢

、

役

に

立

ち

ま

し

た

」

 

（

完

） 

  


